
十勝教育研究所 令和７年度（2025 年） 研究内容の検証 

作成日 2025.○.○  作成者 ○○ ○○、○○ ○○ 

 授業実践１の様子 授業実践２の様子 授業実践３の様子 

Ａ
さ
ん 

・パフォーマンス課題とルーブリック評価を提示される場
面では、教師の提示した内容をよく聞き、単元の終末に
どのような作品を作り上げればよいか考えてから、学習
計画を立てていた。 

・これまでの既習事項から、これから学ぶことに対して予
想しながら授業を受ける姿
が見られた。 

・話合い活動では、他の友人た
ちと自分の意見を比較し、
「なぜそう考えたのか」問い
かける場面があった。やり取
りの際には、教科書を改めて
確認し、情報が間違っていな
いか確認する姿が見られた。 

・実際のパフォーマンス課題に対し、１～４時間目までに
学んできたことをどのように生かせばよいか思案する
様子があった。 

・パフォーマンス課題で指示されていることと、ルーブリ
ック評価の記述から、スライドにまとめる流れを考えて
いた。 

・友人たちのスライドを参照し
ながら、自分に何が足りていな
いのか考える姿が見られた。 

・教師に「この内容で妥当か」ど
うかを聞き、自信をもって取り
組む姿が見られた。 

・パフォーマンス課題やルーブリック評価を基に、自分の作
品を改めて見直す姿が見られた。特に、ルーブリック評価
の記述は、評価に直結することだと理解し、取り組むこと
ができている様子であった。 

・他者との交流から、スライド
に情報を追加する姿があっ
た。また、図や写真なども取
り入れ、説明に必要な条件を
見直す場面もあった。 

子
ど
も
の
実
態 

・与えられた課題に前向きに取り組むことができる。 
・話合いでは中心となって話を進め、多角的に物事を見る
ことができる。 

・気になったことは積極的に調べ、自分に必要な情報を整
理している。 

研
究
に
関
わ
る 

子
ど
も
の
変
容
① 

・「学びのサイクル」を積み重ねることで、自分から次
に何を調べればよいか、予想を立てながら活動に取
り組む姿が見られるようになった。 

・振り返りの際には、次に何をしなければならないの
か、何が必要なのか考えて記入する姿が見られるよ
うになった。 

研
究
に
関
わ
る 

子
ど
も
の
変
容
② 

・単元全体を通して、パフォーマンス課題とルーブリッ
ク評価を意識して活動するようになった。 

・「どのような力が必要か」という資質・能力に関する
振り返りができるようになった。 

・自ら「学びのサイクル」を回し、自立した学習をする
ようになった。 

Ｂ
さ
ん 

・パフォーマンス課題やルーブリック評価を提示された際
には、最終的にどのような内容をスライドにまとめれば
よいか友人に確認する姿が見られた。 

・教科書内容から、どのようなことをノートにまとめれば
よいのか手間取ることも多く、教師が全体の確認をする
まで書くことができない場
面もあった。 

・話合いでは聞き手に回り、
より情報を集めようとメモ
を取る姿が見られた。 

・これまで学んできた情報を整理することで１時間が終わ
ってしまった。 

・友人たちのスライドを共有フォルダ―から参照して眺め
ている様子が長くあった。 

・学習計画では、スライドの３枚目までの内容をまとめる
意欲を見せていただが、実際には１枚目の目次のみで終
わってしまった。 

・「学びのサイクル」を積み重ねる
ことにより、その時間に何をし
なければならないかは理解して
いるが、学んだことを形にでき
ず悩む姿があった。 

 

・終末までにすべてのスライドを完成することができなか
ったが、友人たちとの交流を通して、取り組むことはでき
た。 

・ルーブリック評価の内容を踏まえているようだったが、と
ころどころ課題の条件に合っていない部分が見受けられ
た。 

・「単元デザイン」において、パフ
ォーマンス評価を実施すること
で、どのような作品が求められ
ているかを考えながら取り組む
ことはできていたが、それを形
にする際には教師の力が必要だ
った。 

子
ど
も
の
実
態 

・課題の理解に時間が掛かっていた。 
・ルーブリック評価の記述から、どのような作品を作り上
げればよいか戸惑う姿が見られた。 

・板書をノートに写すことや、教科書から必要な情報を抜
き取ることに、やや時間が掛かる様子が見られた。 

研
究
に
関
わ
る 

子
ど
も
の
変
容
① 

・「学びのサイクル」を積み重ねることで、毎時間の授
業で何をする必要があるか意識しながら授業に取
り組めるようになった。 

・教師の支援により、他者参照を開始したことで、ス
ライドの内容にイメージをもって臨めるようにな
った。 

研
究
に
関
わ
る 

子
ど
も
の
変
容
② 

・単元全体の「学びのサイクル」を振り返り、自分自身
に足りない力を自覚し、次の単元につなげる振り返
り欄に書くことができるようになった。 

・「学びのサイクル」を積み重ねることで、自分が次に
何をしなければならないのかという、内発的動機付
けにつながり、終末では自分から積極的に友人たち
と交流する姿が見られるようになった。 

 


